
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 北陸財務局長

【提出日】 平成28年４月13日

【四半期会計期間】 第31期第２四半期（自　平成27年12月１日　至　平成28年２月29日）

【会社名】 黒谷株式会社

【英訳名】 Kurotani Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　黒谷　純久

【本店の所在の場所】 富山県射水市奈呉の江12番地の２

【電話番号】 ０７６６（８４）０００１（代表）

【事務連絡者氏名】 代表取締役副社長　井上　亮一

【最寄りの連絡場所】 富山県射水市奈呉の江12番地の２

【電話番号】 ０７６６（８４）０００１（代表）

【事務連絡者氏名】 代表取締役副社長　井上　亮一

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

黒谷株式会社(E25443)

四半期報告書

 1/18



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第２四半期連結
累計期間

会計期間
自平成27年９月１日
至平成28年２月29日

売上高 （千円） 21,471,272

経常損失（△） （千円） △433,040

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）
（千円） △346,955

四半期包括利益 （千円） △458,393

純資産額 （千円） 6,744,233

総資産額 （千円） 14,945,648

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △48.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
（円） －

自己資本比率 （％） 45.1

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △1,074,887

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 37,751

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 410,996

現金及び現金同等物の四半期末残

高
（千円） 1,127,200

 

回次
第31期

第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成27年12月１日
至平成28年２月29日

1株当たり四半期純損失金額（△） （円） △41.00

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、第30期第２四半期連

結累計期間及び第30期連結会計年度の主要な経営指標等については記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、1株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

５．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より、KUROTANI NORTH AMERICA INC.の重要性が増したため、四半期連結財務諸表

を作成しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会

社）が判断したものであります。

第１四半期連結会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間及び前連結

会計年度末との比較分析は行っておりません。

なお、第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国は堅調に推移したものの中国を始めとした新興国・資源国

の成長が鈍化したことから、全体では予想以上に低調に推移いたしました。特に9年半ぶりの米国の金利引上げや

原油価格の急落はドル高、資源価格の下落、世界同時株安と各市場に負の連鎖を引き起こし、日本経済もこれらの

不安定な動きから調整を余儀なくされました。

当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、このような世界経済の動向により銅価格が

約７年ぶりの安値を更新したことに加え、国内外における銅の需給環境の問題と相まって、利鞘環境が大幅に悪化

したため、当社グループの業績は売上高214億71百万円、営業損失４億81百万円、経常損失４億33百万円、親会社

株主に帰属する四半期純損失３億46百万円となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（非鉄金属事業）

非鉄金属事業の主力取扱商品である銅価格の下落やインゴット製品の販売減少の影響から、当第２四半期連結累

計期間の売上高は212億１百万円となりました。

（美術工芸事業）

美術工芸事業では、金製品（仏像、仏具）、キャラクター製品の需要が好調であったことから、当第２四半期連

結累計期間の売上高は2億69百万円となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、11億27百万円となりまし

た。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果使用した資金は10億74百万円となりました。これは主に仕入

債務の増加による収入１億19百万円と税金等調整前四半期純損失４億32百万円、売上債権の増加による支出３億18

百万円、たな卸資産の増加による支出４億81百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果得られた資金は37百万円となりました。これは主に投資有価

証券の売却による収入１億42百万円と有形固定資産の取得による支出96百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は４億10百万円となりました。これは主に短期

借入金の純増５億56百万円、長期借入金の借入５億円による収入と長期借入金の返済５億74百万円、配当金の支払

い71百万円の支出によるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,000,000

計 28,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年４月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,168,600 7,168,600
東京証券取引所

市場第二部

１単元の株式数は

100株であります。

普通株式は完全議決

権株式であり、権利

内容に何ら限定のな

い、当社における標

準となる株式であり

ます。

計 7,168,600 7,168,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年12月１日～

平成28年２月29日
－ 7,168,600 － 1,000,000 － 293,024
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（６）【大株主の状況】

  平成28年２月29日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

有限会社ＫＨプレミアム 富山県射水市作道2140-3 1,848,000 25.78

黒谷　純久 東京都世田谷区 1,802,200 25.14

株式会社暁 東京都世田谷区成城5丁目2-16 1,000,000 13.95

株式会社エム・ケイ・コーポレーション 兵庫県三木市福井2283-7 200,000 2.79

黒谷　暁 東京都世田谷区 100,000 1.39

黒谷　昌輝 東京都世田谷区 100,000 1.39

黒谷株式会社従業員持株会 富山県射水市奈呉の江12-2 75,600 1.05

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通り1丁目2-26 70,000 0.98

株式会社北國銀行

（常任代理人　資産管理サービス信託銀行株

式会社）

石川県金沢市広岡2丁目12番6号

（東京都中央区晴海1丁目8-12）

 

70,000 0.98

黒谷　春美 東京都世田谷区 60,000 0.84

計 － 5,325,800 74.29

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年２月29日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  7,167,300 71,673 －

単元未満株式 普通株式      1,200 － －

発行済株式総数 7,168,600 － －

総株主の議決権 － 71,673 －
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②【自己株式等】

平成28年２月29日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

黒谷株式会社
富山県射水市奈呉の江12番

地の２
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年12月１日から平

成28年２月29日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年９月１日から平成28年２月29日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結会計期間
(平成28年２月29日)

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,902,490

受取手形及び売掛金 5,483,499

電子記録債権 505,116

商品及び製品 531,010

仕掛品 108,299

原材料及び貯蔵品 1,883,714

その他 1,550,797

流動資産合計 11,964,929

固定資産  

有形固定資産  

土地 1,521,121

その他（純額） 843,913

有形固定資産合計 2,365,035

無形固定資産 18,238

投資その他の資産 ※ 597,444

固定資産合計 2,980,718

資産合計 14,945,648

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 1,092,638

短期借入金 4,411,530

1年内返済予定の長期借入金 854,072

未払法人税等 5,095

引当金 21,557

その他 289,113

流動負債合計 6,674,006

固定負債  

長期借入金 1,441,435

退職給付に係る負債 85,972

固定負債合計 1,527,407

負債合計 8,201,414

純資産の部  

株主資本  

資本金 1,000,000

資本剰余金 685,855

利益剰余金 4,953,927

自己株式 △55

株主資本合計 6,639,726

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 15,964

為替換算調整勘定 88,542

その他の包括利益累計額合計 104,507

純資産合計 6,744,233

負債純資産合計 14,945,648
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年２月29日)

売上高 21,471,272

売上原価 21,398,670

売上総利益 72,601

販売費及び一般管理費 ※ 554,361

営業損失（△） △481,759

営業外収益  

受取利息 98

受取配当金 1,312

デリバティブ運用益 49,752

為替差益 52,824

受取保険金 1,529

その他 1,497

営業外収益合計 107,014

営業外費用  

支払利息 31,957

持分法による投資損失 24,982

その他 1,354

営業外費用合計 58,295

経常損失（△） △433,040

特別利益  

固定資産売却益 273

特別利益合計 273

税金等調整前四半期純損失（△） △432,766

法人税、住民税及び事業税 2,109

法人税等調整額 △87,921

法人税等合計 △85,811

四半期純損失（△） △346,955

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △346,955
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年２月29日)

四半期純損失（△） △346,955

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 △91,061

為替換算調整勘定 △3,495

持分法適用会社に対する持分相当額 △16,880

その他の包括利益合計 △111,437

四半期包括利益 △458,393

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △458,393

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年９月１日
　至　平成28年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △432,766

減価償却費 84,862

受取利息及び受取配当金 △1,410

支払利息 31,957

為替差損益（△は益） △94,627

持分法による投資損益（△は益） 24,982

有形固定資産売却損益（△は益） △273

売上債権の増減額（△は増加） △318,629

たな卸資産の増減額（△は増加） △481,890

仕入債務の増減額（△は減少） 119,347

その他 77,786

小計 △990,660

利息及び配当金の受取額 1,403

利息の支払額 △31,598

法人税等の支払額 △54,032

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,074,887

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △498,418

定期預金の払戻による収入 494,373

有形固定資産の取得による支出 △96,426

投資有価証券の取得による支出 △3,691

投資有価証券の売却による収入 142,712

その他 △798

投資活動によるキャッシュ・フロー 37,751

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 556,965

長期借入れによる収入 500,000

長期借入金の返済による支出 △574,160

配当金の支払額 △71,808

財務活動によるキャッシュ・フロー 410,996

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,455

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △616,683

現金及び現金同等物の期首残高 1,743,883

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,127,200
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

（1）連結子会社の数 １社

（2）連結子会社の名称 KUROTANI NORTH AMERICA INC.

なお、子会社の重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しており

ます。

２．持分法の適用に関する事項

（1）持分法を適用した関連会社の数 １社

（2）会社の名称 THAI KUROTANI CO.,LTD.

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表作成にあたっては、KUROTANI NORTH AMERICA INC.の12月31

日で実施した決算に基づく四半期財務諸表を使用しております。ただし、決算日及び四半期連結決算日との間に

発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の金額

 
当第2四半期連結会計期間

（平成28年２月29日）

投資その他の資産 38,850千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年９月１日
　　至 平成28年２月29日）

販売諸掛 205,985千円

従業員給与及び賞与 91,687

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年９月１日
至 平成28年２月29日）

現金及び預金勘定 1,902,490千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △656,769

負の現金同等物としての当座借越 △118,520

現金及び現金同等物 1,127,200

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　平成27年９月１日　至　平成28年２月29日）

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月25日

定時株主総会
普通株式 71,684 10 平成27年８月31日 平成27年11月26日 利益剰余金

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月12日

取締役会
普通株式 35,842 5 平成28年２月29日平成28年５月２日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年９月１日　至 平成28年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額 合計（注）

 非鉄金属 美術工芸 計

売上高      

外部顧客への売上高 21,201,871 269,400 21,471,272 － 21,471,272

セグメント間の内部売

上高又は振替高
3,440 17 3,457 △3,457 －

計 21,205,312 269,418 21,474,730 △3,457 21,471,272

セグメント利益又は損

失（△）
△518,086 36,326 △481,759 － △481,759

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年９月１日
至　平成28年２月29日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △48円40銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）
△346,955

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（△）（千円）
△346,955

普通株式の期中平均株式数（株） 7,168,492

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

第31期（平成27年９月１日から平成28年８月31日まで）中間配当について

平成28年４月12日開催の取締役会において、平成28年２月29日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中

間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　 35,842千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　  5円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成28年５月２日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年４月13日

黒谷株式会社

 取締役会　御中               

 

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 陸田　雅彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 髙村　藤貴　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている黒谷株式会社

の平成27年９月１日から平成28年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年12月１日から平成28

年２月29日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年９月１日から平成28年２月29日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、黒谷株式会社及び連結子会社の平成28年２月29日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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